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の様相を検討することを目的とする。
方　法
１）対象児
　対象とするのは，聴覚口話法による教育を行っている
公立聾学校幼稚部に在籍している高度難聴の幼児１名
で，１歳１カ月から補聴器の装用を開始している。聴覚
障害以外の障害はない。
２）観察方法
　幼稚部における教師と幼児，幼児同士のコミュニケー
ション場面を観察するとともに，毎月１回約 60 分間，
ビデオカメラで録画した。
３）観察期間
　観察は，対象児が幼稚部３歳児クラスに入学した年の
６月から５歳児クラスの 2 月までの２年 6 ヶ月間にわ
たって実施した。
４）分析資料の作成
　ビデオテープに録画された内容を全て書記化し，以下
の観点に従って分析資料を作成した。
①対象児が相手に呼びかける，相手を見て表出するな
ど，文脈から相手に向けられた行為であることが分か
るものをコミュニケーションとして扱い，話者の交代
をコミュニケーションの区切りとする。従って，話者
の交代によって区切られた１コミュニケーションの中
には，行為や複数の発話が含まれる場合がある。
②対象児の音声によるコミュニケーションは，聞き取れ
た通りに表記する。発音や録音状態が不明瞭で聞き取
れない部分は，(…) と表記する。
③コミュニケーションの中で，手を中心とした身体部分
の動きによって相手に何か表示しているものを身振り
とする。
５）分析方法
①分析資料から，対象児のコミュニケーションを全て抽
出する。
②話者の交代によって区切られた１コミュニケーション
を，さらに休止によって発話に区切り，音声言語によ
る表出は，文節に分割する。
はじめに
　聞こえる幼児の文法の習得について扱った研究には， 
１名の幼児の１歳１カ月から６歳まで５年間の縦断観察
を実施し，語彙の発達から文構造の発達までを使用例に
よって検討した大久保 (967) の研究や，幼稚園児の話
しことばを録音により収集し，文構造を分析した国立国
語研究所 (97) の研究，動詞の統語＝意味構造を分析
した綿巻 (979) の研究，他動詞の修飾枠に関する岩立
(99) の研究，語彙と文の獲得を定量的に分析した乾・
天野・近藤・片桐 (200) の研究がある。
　一方、聴覚障害児の文法の習得について扱った研究で
は，田中 (97) が１名の高度難聴児を対象として，２
歳４カ月から４歳  カ月まで縦断的な観察を実施し，
言語発達の様相を分析しているが，構文の発達を検討し
た使用例のうち動詞の使用は１例のみで，動詞使用の発
達の様相は明らかになっていない。また，前田・広田・
田中 (996) は，４歳から６歳の感音性難聴児 5 名に
対し，動詞語彙検査及び動詞文末形式検査を実施し，難
聴児にとって獲得が困難な動詞の種類と活用(文末形式)
について検討しているが，被検児の検査語 ( 動詞 ) 使用
の様相は報告されていない。聴覚障害児の動詞の使用に
かかわる研究では，聾学校小学部４年生から中学部３年
生までを対象に，検査によって動詞表現の分化を分析し
たもの ( 関・都築・草薙，2006) はあるが，聴覚障害幼
児が発話のなかで使用した動詞を分析したものはほとん
ど見当たらない。
　従って，聴覚障害児が音声言語発達の過程において，
獲得が困難とされる動詞 ( 前田ら，996) をどのように
習得していくのか，その様相はまだ十分には明らかにさ
れていない。
　ここでは，( 文法の習得を含め ) 言語習得を「生成文
法で主張されているように周囲の言語資料を基に普遍文
法が含む少数のパラメータの値を設定するようなことで
はなく」，「膨大なネットワークを地道に構築していく作
業」( 野村，200) であるという認知言語学の言語観に
立ち，聴覚障害児１名の動詞の使用を分析することで，
対象児の文法の習得がどのように進展していくのか，そ
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③格構造，動詞のモダリティ，アスペクト，テンスの定
義は，日本語記述文法研究会 (200) の定義を用いる。
④対象児が観察期間中に使用した動詞のうち，0 か月
以上にわたってその使用が観察された動詞を選び，使
用された文脈，格構造，動詞のテンス，アスペクト，
モダリティを判定する。
結果と考察
１）分析対象となった発話
　分析資料には，教師及び他の幼児のコミュニケーショ
ンも書記化されているので，対象児のコミュニケーショ
ンだけを抽出した。但し，文脈の情況から明らかに先行
する他者の発話を模倣したものは分析の対象から除外し
た。
　対象児は，幼稚部入学当初のコミュニケーションで
は，音声言語の使用がほとんど見られず，主に身振りに
よるコミュニケーションを行っていたので，さらに音声
言語を含むコミュニケーションを抽出した。抽出された
コミュニケーション総数は 2 であった。
　上記の音声言語を含むコミュニケーション資料から，
さらに動詞を含むコミュニケーションを抽出した結果，
その総数は 685 となった。これら動詞を含むコミュニ
ケーションの内，動詞使用の変化過程を捉えるため，
0 か月以上継続して使用が観察された動詞を洗い出し
た。その結果，４種類の動詞を使用したコミュニケーショ
ンを，最終的に分析対象とした。
２）分析対象となった動詞
　対象児がコミュニケーションの中で 0 カ月以上にわ
たって使用した動詞は，「ある」，「いく」，「みる」，「や
る」の４種類であった。これら４種類それぞれの動詞を
含むコミュニケーションを，発話の文脈が分かるように
背景情報も含めて使用年月日順に並べ替え、文節に分割
し，格構造と動詞のテンス，アスペクト，モダリティに
ついて検討した。
　分析対象となったコミュニケーション数と動詞を表１
に示す。
表１　分析対象となったコミュニケーション数と使用された動詞
総コミュニ
ケーション
動詞使用のコミ
ュニケーション
動詞
「みる」
動詞
「やる」
動詞
「いく」
動詞
「ある」
期間 0 0 0   
頻度 2 685 8 20 8 69
註 ) 期間の単位はヶ月，頻度の単位はコミュニケーション数
３）各動詞の使用状況
　以下，格構造，動詞のテンス，アスペクト，モダリティ
の使用例はその月の最初に観察された例を挙げる。なお，
表記の大文字アルファベットは，人名を意味する。
（１) みる；Ⅱ型他動詞，使用期間 0 ヶ月間
［３歳児 ]
 月：動詞の単独使用
例）みる，みる
［４歳児 ]
４月：アスペクト，モダリティ
例）B くーん，みてないねー
６月：格構造，複文
例）A は / かみしばい / みたい
　　おべんとう / たべたら / みたい
0 月：格構造，テンス，モダリティ
例）A は / きのうは / きりんを / みたよ
［５歳児 ]
５月：格構造，アスペクト，テンス
例）すこし /B くんは /( 黒板指差し )/ みてた
６月：複合動詞
例）A は / このまえ / さーかすを / みにいった
（２) やる；Ⅰ型他動詞，使用期間  ヶ月間
［４歳児 ]
５月 : 動詞の単独使用 
例）A/ やって
６月：格構造，モダリティ
例）C/ やーっぱ / へび / やるの /A も /
　　おとうさん / へび
9 月：テンス
例）ぶどうがり / やった
２月：複文，アスペクト
例）えにっきを / やったら / おそくなっちゃうよ
（３) いく；Ⅰ型自動詞，使用期間  ヶ月間
［４歳児 ]
５月：格構造，モダリティ
例）くるまで / いくよ
６月：アスペクト，テンス
例）くもー / いっちゃった
１月：複文，モダリティ
例）おなか / いたい / ときは / びょういん / いくよ
［５歳児 ]
 月：複合動詞，複文，モダリティ，テンス
例）まえ / あそびにいったら / とーますが / あったよね
（４) ある；Ⅰ型自動詞，使用期間  ヶ月間
［３歳児 ]
 月：動詞の単独使用，格構造，モダリティ
　後述するように４歳児月までの使用例では，「ある」
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を「存在」と「所持・所有」の両義で使用している。
例）あるー
　　それ / あるよー / あるよー / ぱんだ ( の本 )
［４歳児 ]
 月：格構造，モダリティ，( アスペクト；「もつ」)
　 「ある」を両義で使用している例
例）A は / あおと / あかい / うるとらまんが /
　　あるよ / もってる
１月：格構造，テンス，モダリティ
　「存在」の意味で使用。
例）きょう / あつまりが / ある
　　きのう / これ / あったよ
［５歳児 ]
６月：複文，モダリティ
例）ぼーるが / いっぱい / あって / ぽーんって /
　　とんで / およいだ / ぼーるの / したへ / もぐったよ
 月：モダリティ
例）だって / いっぱい / あります
　動詞の使用例をまとめたものを表２に示し，４種類の
動詞の使用状況に見られる共通ルールを下記に示す。
　①初期には動詞のみの単独使用
　②伝達のモダリティ ( 終助詞「よ」，「ね」) の出現
　③ 格構造，アスペクトの出現順序は動詞によって異な
る。(「ある」はそもそもアスペクト表現がない。)
　④テンス ( 過去 ) の出現
　⑤複文の出現
　⑥複合動詞，複合形容詞の出現
　対象児の４種類の動詞の使用状況をみると，初期には
動詞のみの単独使用が見られるが，聞こえる幼児と同様
に，終助詞「よ」「ね」の付加によるモダリティの使用
は初期から見られることが分かる。高度難聴児にとって
格助詞の聴取は難しいのに比べ，終助詞は発話の最後に
付加されるので，際立ちという点では聴取しやすいため
に，自発の発話においても初期からの使用が可能になる
のではないかと考えられる。
　また，発話で助詞が省略されること自体は通常の大人
の会話でもしばしば見られる現象であり，対象児が助詞
を省略した発話において，その理由を検討するに当たっ
ては，助詞の未習得，習得後の使用が安定しない，習得
済みではあるが単に省略しただけ，のどの理由によるの
かを，慎重に検討する必要がある。しかし，助詞の初出
時期を，およそ助詞の習得後に使用可能となった時期と
推定することは可能であると思われる。この推定法によ
る助詞の使用から格構造の習得状況を検討すると，他動
詞「みる」の使用では４歳児クラスの６月に ( 主体 + 対
象 + 動詞 ) での使用が可能となっている。他動詞「やる」
の使用では ( 対象 + 動詞 ) が４歳児クラスの６月にみら
れ，( 主体 + 対象 + 動詞 ) での使用がみられたのは 
月であった。自動詞「いく」の使用では，( 手段 + 動詞 )
の使用が４歳児クラス５月にみられ，６月に ( 着点 + 動
詞 )，( 主体 + 着点 + 動詞 ) の使用は５歳児クラスの５
月であった。最も使用期間の長い自動詞「ある」につい
ては，初期の使用例では自動詞「ある」ではなく他動詞
「もつ」の語義で使用していると考えられる例が  歳児
クラス  月にみられ，その後４歳児クラス  月に ( 主
表 2　動詞の使用状況
学年 / 動詞 み　る や　る い　く あ　る
 歳児
①単独使用 ①「存在」と「所持・所有」
の両義で単独使用　
②主体 + 動詞 ( 所持・所有 )
での使用と主体 + 場所 +
動詞の使用　　　
③モダリティの使用
 歳児
②動詞 + 対象での使用，助
詞と主体の省略
③モダリティ，アスペクト，テ
ンス( 過去 ) の使用
④複文の使用
⑤状況語，呼びかけ，副詞等
の付加で発話が長くなる
①単独使用
②主体 + 対象 + 動詞で使用，
但し構成要素と助詞の省略
あり
③モダリティの使用
④複文の使用
①主体 + 手段 + 動詞で使用，
但し構成要素と助詞の省略
あり
②モダリティ，アスペクト，テ
ンス( 過去 ) の使用
③着点出現 ( 助詞省略 )　　
④着点+ 助詞 (ニ)+ 動詞 (テ
ンス；過去 )
⑤複文の使用
④主体 + 対象 ( ガ )+ 場所・
ニ+ 動詞 ( 存在・所持 ) で
使用
⑤対象・ガ + 場所・ニ + 動
詞 ( 存在 ) と主体・ハ + 対
象 + 動詞 ( 所持 ) が混在
⑥存在 + 所持の意味での使
用例出現 (この時期以降，
存在・ガの使用例が優勢に
なる)
⑦テンス( 過去 ) の使用
5 歳児
⑥複合動詞の使用 ⑤テンス( 過去 ) の使用
⑥アスペクトの使用
⑦複合形容詞の使用
⑥ { テンス ( 過去 )・ノ・ハ }
で主題表現
⑦複合動詞の使用
⑧対象 ( 複合名詞 )・ガ + 動
詞
⑨再度，両義で混合使用
⑩複文の使用　　　　　　
⑪「いる」の誤用で「ある」
使用
⑫モダリティ( 丁寧 ) の使用
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体・ガ + 動詞 ) で，自動詞としての使用がみられ，これ
以降自動詞としての使用が一時期安定したが，５歳児ク
ラス後半から再び他動詞「もつ」の語義での使用と判断
されるような例が散見されるようになり，観察期間中に
語義が自動詞「ある」のみの使用へと収束することはな
かった。さらに５歳児後半では，生物 ( 亀 ) に対して「い
る」を使用すべきところで「ある」を使用している例が
観察された。
　発話における格構造の構成要素として何が省略可能か
は，動詞によっても，また発話の文脈によっても異なる
ので，発話のなかで格構造の構成要素が欠けていたこと
だけで，格構造の未習得と判断することはできない。対
象児の場合，３種類の動詞「みる」「やる」「いく」につ
いては，おおよそ４歳児クラスのときに格構造の使用が
可能となり，動詞によって必須の構成要素を省略しない
発話が見られるようになったと言える。また、構成要素
の使用順序については，他動詞の場合，( 主体 + 対象 +
動詞 ) の定型がほぼ使用されていたのに対して，自動詞
の場合には ( 主体 ) の使用が遅れたり，自動詞としての
使用が安定しなかったりして，対象児にとっては他動詞
よりも習得が難しいのではないかと推察される。このこ
とから，動詞の使用から検討した場合，格構造の習得に
はその動詞ごとに習得の困難度が異なると考えられる。
おわりに
　聴覚障害児の文法の習得について，高度難聴の対象児
１名の動詞の使用を分析することで検討した。その結果，
他動詞については，動詞の単独使用から格構造の使用へ，
さらに複文での使用や複合動詞，複合形容詞での使用へ
と習得が進展することが明らかとなった。
　一方、自動詞の使用については，動詞の単独使用から
格構造の使用へと，他動詞と同様の習得過程をたどるも
のと推察されるが，語義の使用が安定しなかったり誤用
がみられたりした例もあり，他動詞よりも習得に困難が
伴うものと考えられる。
　今後は，今回は検討しなかった他の動詞や形容詞・名
詞が述部となる発話での格構造の検討と，聴覚障害児の
事例数を増やし，さらに詳細な検討をする必要があると
考えられる。
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